
区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

`

道
路
の
区
域

鈴
鹿
市
北
玉
垣
町
字
西
浦
八
四
一
番

四
か
ら
松
阪
市
小
津
町
字
八
準
歸
五

二
一
番
二
ま
で

前

ＡＢＣ

一
九
∑
〇
〇
〜

八
五
∑
〇
〇

一
三
∑
〇
〇
〜

八
八
∑
五
〇

一
〇
∑
〇
〇
〜
一
五
七
∑
三
〇
三
〇
∑
一
三
四

七
∑
一
四
三

二
四
∑
〇
一
四

上
記
Ａ
・
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

ＡＢＣ

一
九
∑
〇
〇
〜

八
五
∑
〇
〇

一
三
∑
〇
〇
〜

八
八
∑
五
〇

一
〇
∑
〇
〇
〜
一
五
七
∑
三
〇
三
〇
∑
一
三
四

七
∑
一
四
三

二
四
∑
〇
一
四

a

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
三
重
河
川
国
道
事
務
所

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外第�˜号)官 報

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

府
道
茨
木
亀
岡
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
道
路
法
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
大
阪
府
知
事
が
府

道
に
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
1
5条
の
規
定

に
よ
り
大
阪
府
が
道
路
管
理
者
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
起
業
者
で
あ
る
大
阪
府
は
、
本
件
事
業
を
遂
行

す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
。し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
路
線
は
、
大
阪
府
茨
木
市
字
五
日
市
一
丁
目

地
内
の
一
般
国
道

1
7
1号
と
の
交
差
点
を
起
点
と

し
、
同
市
清
阪
を
経
由
し
て
、
京
都
府
亀
岡
市
を

終
点
と
す
る
延
長

2
5•
6
›
の
路
線
で
、
大
阪
府
と

京
都
府
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
区
間
は
自
動
車
交
通
量

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
車
道
幅
員
が

5•
5
N

か
ら

8•
5
N
の
２
車
線
の
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら

交
通
容
量
が
不
足
し
て
お
り
、
主
要
幹
線
道
路
と

し
て
著
し
く
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
安
全
か
つ

円
滑
な
交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

二
十
三
号

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

中
部
地
方
整
備
局
長

富
田

英
治

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二

十

三

号

松
阪
市
小
津
町
字
大
坪
四
二
一
番
一
七
か
ら
同
市
小
津
町
字
南
東

浦
四
五
八
番
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
三

重
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二

十

五

号

柏
原
市
国
分
本
町
一
丁
目
八
五
番
八
か
ら
同
市
大
字
高
井
田
五
九

五
番
三
ま
で

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
大

阪
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

百
七
十
六
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

西
宮
市
山
口
町
下
山
口
字
藤
丸
一
六
三
七
番
五
か
ら
同
市
山

口
町
上
山
口
字
六
傳
二
一
番
一
ま
で

前後

四
九
・
二
〇
〜
八
五
・
四
〇

四
六
・
〇
〇
〜
六
〇
・
四
〇

〇
・
〇
五
六

〇
・
〇
五
六

a

図
面
縦
覧
場
所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
兵
庫
国
道
事
務
所

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
二
号

淀
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い
て
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
六
条

第
一
項
第
三
号
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
琵
琶
湖
河
川
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

現
告
示
図
面
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
告
示
第
二
千
五
百
六
号
）
中
、
淀
川
水
系
河
川
区
域
図
c
32
か
ら
c
34
を
次

の
通
り
変
更
し
、
そ
れ
ぞ
れ
茶
色
で
着
色
し
た
部
分
に
該
当
す
る
土
地
の
区
域
の
う
ち
、
河
川
法
第
六
条
第
一
項
第
一

号
及
び
第
二
号
の
区
域
以
外
の
区
域
。

（
図
面
省
略
）

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

一

施
行
者
の
名
称

滋
賀
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

彦
根
長
浜
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
十
九
号
原
松
原
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
至
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

滋
賀
県
彦
根
市
古
沢
町
字
姫
袋
、
字
北
古
町
及
び
字
沢
町
並
び
に
原
町
字
平
野
地
内

使
用
の
部
分

滋
賀
県
彦
根
市
古
沢
町
字
姫
袋
、
小
野
町
字
戸
石
山
及
び
字
船
坂
並
び
に
原
町
字
平
野
地
内

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
二
十
四
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

上
総

周
平

第
１
起
業
者
の
名
称
大
阪
府

第
２
事
業
の
種
類
府
道
茨
木
亀
岡
線
改
築
工
事
（
大

阪
府
茨
木
市
安
威
二
丁
目
地
内
か
ら
同
市
安
威
二
丁

目
地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
大
阪
府
茨
木
市
安
威
二
丁
目
及
び

東
安
威
一
丁
目
地
内

２
使
用
の
部
分
な
し

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
大
阪
府
茨
木
市
耳
原
二
丁

目
地
内
か
ら
同
市
桑
原
地
内
ま
で
の
延
長

2¶
2
1
1
N

の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）を
全
体
計

画
区
間
と
す
る
「
府
道
茨
木
亀
岡
線
改
築
工
事
」（
以

下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
上
記
の
起
業

地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
３
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
道
に
関

す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道

路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

™Ÿ
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